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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
主
催
の
敬
老
会
は
、

１
０
月
２
２
日
（
土
）
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
８
０
歳
以
上
の

会
員
を
対
象
に
、
５
人
が
出
席(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
２
１
名
出
席)

し
、
会
員
が
準
備
し
た

手
作
り
の
お
料
理
や
ス
タ
ッ
フ
の
踊
り
、
ク
イ

ズ
な
ど
を
楽
し
ま
れ
な
が
ら
健
康
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。
今
回
の
開
催
は｢

た
す
け
あ
い
の
会
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど｣

の
高
年
齢
者
の
福
祉

の
あ
り
方
を
考
え
直
す
い
い
機
会
で
も
あ
り
、

会
員
の
多
く
が
計
画
段
階
か
ら
参
加
し
実
施
し

た
も
の
で
す
。
開
会
式
で
は
久
し
ぶ
り
に
公
式

の
場
に
出
席
さ
れ
た
、
島
田
喜
七
代
表
か
ら｢

今

日
は
、
み
な
さ
ん
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い｣

と
挨

拶
。
乾
杯
後
、
介
護
現
場
で
働
く
会
員
か
ら｢

リ

ハ
ビ
リ
体
操｣

の
指
導
、
そ
し
て
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
た
踊
り
が
披
露
さ
れ
会
場
の
市

民
セ
ン
タ
ー
か
ら
歓
声
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。
恒
例
と
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
ク
イ
ズ
、
パ
テ

ィ
シ
ェ
会
員
か
ら
の
ケ
ー
キ
や
お
茶
な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
お
開
き
で
は
敬
老
会
を
代

表
し
て
飯
島
信
一
さ
ん
か
ら｢

ま
た
来
年
も
元

気
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う｣

と
、
ふ
れ
あ
い
敬
老
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

会
員
が
集
ま
り
高
齢
者
の

健
康
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
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｢

た
す
け
あ
い
の
会
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ま
つ
ど｣

の
８
０
歳
以
上
の
会
員
は
現

在
４
６
名
（
会
員
シ
エ
ア
２
６
％
）
長

寿
の
構
成
は
、
８
０
歳
～
８
３
歳
（
１

７
名
）
８
４
歳
～
８
６
歳
（
１
０
名
）

８
７
歳
～
９
０
歳
（
１
２
名
）
９
０
歳

～
９
５
歳
（
６
名
）
９
５
歳
以
上(

２
名)

最
高
年
齢
は
男
性
（
９
６
歳
）
、
女
性

（
９
５
歳
）
。
お
好
き
な
食
べ
物
は
？

の
問
い
に
魚
貝
類
、
野
菜
、
肉
類
、
豆

腐
、
お
酒
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
果
物
、

お
酒
、
ウ
ナ
ギ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
コ

ー
ヒ
ー
と
様
々
。
健
康
の
秘
訣
は
、

気
合
い
、
早
寝
早
起
き
、
前
向
き
思
考
、

よ
く
食
べ
良
く
寝
る
、
規
則
正
し
い
時

間
で
過
ご
す
、
こ
ま
か
い
こ
と
に
こ
だ

わ
ら
な
い
、
よ
く
動
く
。
ご
趣
味
で
は

小
説
を
読
む
、
手
毬
作
り
、
手
芸
、
ラ

ジ
オ
を
聴
く
、
国
文
学
、
短
歌
、
童
謡

や
抒
情
歌
を
唄
う
、
習
字
、
園
芸
、
俳

句
、
料
理
な
ど
多
彩
。
特
筆
す
る
こ
と

は
健
康
の
秘
訣
と
し
て
自
分
自
身
に
気

力
や
気
合
い
を
入
れ
る
、
前
向
き
に
、

な
ど
と
答
え
ら
れ
、
改
め
て
生
き
て
い

く
力
強
さ
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
食
べ
物
で
は
、
健
康
食
品
と
い
わ

れ
る
食
材
に
拘
ら
ず
自
由
に
、
お
好
き

な
も
の
を
召
し
上
が
り
、
趣
味
を
楽
し

む
な
ど
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
る
ご
様
子

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

昔
は
暦
が
一
巡
す
る
６
０
年
を
生
き
抜

く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
が
、
今

で
は
元
気
に
働
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
平
成
２
２
年
度
の
日
本
の
総

人
口
は
１
億
２
８
０
６
万
人
、
６
５
歳

以
上
が
２
９
６
８
万
人
（
５
人
に
一
人

の
割
合
）
、
７
５
歳
以
上
は
１
４
３
０

万
人
（
１
１
．
２
％
）
と
超
高
年
齢
社

会
を
目
前
と
し
て
お
り
ま
す
。
暦
が
一

巡
し
た
（
赤
ち
ゃ
ん
に
戻
る
）
お
祝
い

の
赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
な
ど
の
、
お

祝
い
の
形
も
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
写
真
は
敬
老

会
に｢

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、
左
上
か

ら
、
西
村
知
雄
さ
ん
（
山
口
県
生
ま
れ

で
、
フ
グ
と
お
酒
が
大
好
き
）
、
飯
島

信
一
さ
ん
（
今
で
も
時
々
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
）
、
大
條
ア
キ
エ
さ

ん
（
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
と
話
さ
れ
る
）

安
藤
敬
久
さ
ん
（
健
康
の
秘
訣
は
良
く

寝
る
こ
と
と
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
）
、
布
川
幸
市
さ
ん
（
書
き
の
席
次

表
を
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
）
み
な
さ
ん

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

 
 

自
由
に
生
き
て
い
く
力
強
さ

を
感
じ
る

赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
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仕事

子供のころは太っていて、両国で生まれたので相撲部屋に

入れてしまおうかと言われていたが、丸の内にある結婚式

場で働きはじめました、職種は母がお菓子を作るのが大好

きだったので、子供の頃から夢だった洋菓子職人です。当

時は単なるケーキ職人で現在流行の｢パティシェ｣などと

かっこ良くはありませんでした。

仕事中のことでした、結婚式場なのでお菓子を作る量も

多く、重い材料を下から持ち上げようとしても持ち上げる

ことができず、おかしいと思い会社指定の病院に行き、検

査したところ筋ジストロフィーの病名をを告げられまし

た、その後少しずつ歩くことが困難になり、担当医から車

いすを薦められましたが、頑張って歩いて通勤をしていま

した。しかし、現実はそんなに甘いものではありませんで

した。通勤途中で何度も転び通りすがりの多くの人達に

度々たすけて頂きましたが、最後は杖を持ち装具を付けて

靴も改造したものの、電車での通勤は 25 年で終止符を打

つこととなってしまいました。

車いす

車いすに乗る決意をして、装具の見直しと電動車いすの申

請のため病院に入院しました。電動車いすが来てから一番

困ったのが電動車いすの置き場でした、外に置くわけにも

いかず、玄関にも置けず、部屋に入れることを考えました。

問題は土足と一緒になってしまうので、母がソファーのカ

バーを見つけてそれを利用することにしました。ダイニン

グと部屋に二枚カバーを敷いてベランダの手前の部屋の

部屋に置くことができました。電動車いすの運転では、バ

ックが上手く出来ずに、エレベーターに乗るのも大変でし

た。電動車いすに慣れてからは、電車で銀座や浅草に出か

けました。以前は買い物にも行けなかったのが、買い物に

も行けるようになり電動車いすに乗るのが楽しくなりま

した。

両国で生まれ埼玉の越谷で育ち、20歳で松戸に移り住む、

現在は車いす生活ながらも積極的に活動されている会員

の西村さん、筋ジストロフィーと向かいながらも、つねに

前へ前へと目標を持ち成長する人生でありたいと語る。

バリアフリー

今は、バリアフリー化も進み電車に乗車するときなども

駅の職員さんが親切にスロープで乗せて頂き、レジャー

施設やショッピングモール、駅などバリアフリー化によ

り多目的トイレも増えて利用しやすくなりました、それ

でも障害者によっては大変な思いをしている人もいます

ので更に改良が必要だと思います。都市近郊ではバリア

フリーが進んできていますけど、都心から少し離れてし

まうと駅にエレベーターが無かったり、歩道が無かった

り道がガタガタだったりして大変な人がたくさんいま

す。今後バリアフリーが進んで行くことを願っています

が、自らも発信して訴えていくつもりです。しかし、な

んでもやってくれるからと言って、障害者が当たり前に

なってしまったらおしまいです。いつまでも感謝の気持

ちを忘れずに生きていくことが大事です。その心こそ大

切だと思います。

ボランティア活動 電動車いすに乗って、何かを

しようとかと思いました。松戸市の障害者福祉センター

でいろいろな講座を知り陶芸、墨絵、カラオケそれに車

イスダンスにも行きました。車いすダンスでは、昨年の

千葉国体に出場することが出来ました。また、車いすダ

ンスでは｢ふれあいネットまつど｣の代表、島田喜七さん

と出会うことができました、島田さんのお話をいろいろ

聞き驚き心から力を頂きました、そして私も人の役に立

つことをしようと思いました。更にそこから紹介してい

ただいたのがバリアフリーまつど市民会議や「だっくす」

です。バリアフリー市民会議では、車いすのパティシェ

から学ぶという企画で、私が講師で親子ふれあい体験と

いうお菓子教室を開催させて頂き、参加されたみなさん

に大変喜んでいただきました、子供からは生活のことな

どを質問を受けていい経験になりました。その後、必死

で覚えたバルーンアートは多くの子供たちに喜んでいた

だいています。NPO-法人だっくすでは、重度の障害を持

ちながら一生懸命に生きている姿に感動したり、障害施

設では今まで家に閉じこもりがちだった二人の方に電動

車いすを薦めたところ大変喜んでいただきました。だっ

くすから紹介していだいた在宅支援センター、他にも、

NPO法人子どもっと松戸、シュガーパイン介護ステーショ

ンさん、本当に感謝しています。車いすに乗るようにな

り周りが良くみえるようになりました。私自身も、障害

者の方々や多くの人達に勇気を与えられるようこれから

も頑張っていきます。

車いすに乗って感じた、街・人

西村泰久 1964生 うお座

２０１０年１０月入会



ふれあいネットまつどボランティア体験隊、被災地宮城へ行く 

 

初
日
は
、
さ
さ
え
愛
山
元
の
中
村

理
事
長
に
よ
る
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

中
村
理
事
長
に
よ
る
と
、
津
波
に

よ
っ
て
、
さ
さ
え
愛
山
元
の
利
用
者

を
数
名
、
介
護
支
援
専
門
員
も
な
く

し
て
し
ま
い
、
本
人
も
十
数
時
間
、

水
に
漬
か
り
っ
ぱ
な
し
の
状
況
を
過

ご
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
さ
さ
え
愛
山
元
の
事
業
所

も
流
さ
れ
、
何
も
か
も
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
一
時
は
事
業
を
閉
め
よ
う

か
と
悩
ん
で
い
た
が
、
全
国
か
ら
の

助
け
が
あ
っ
て
、
建
物
が
残
っ
た

「
愛
広
館
」
で
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
再

建
し
た
と
の
こ
と
。
体
験
隊
は
涙
を

流
し
て
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

2
日
目
の
第
7
回
パ
ラ
ソ
ル
喫
茶
は
宮
城

県
東
松
島
市
ひ
び
き
工
業
団
地
で
開
催
。
今

回
は
寒
い
時
期
を
迎
え
、
用
意
し
た
お
し
る

こ
や
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
は
好
評
で
し
た
。
島
田

代
表
も
車
椅
子
な
が
ら
も
仮
設
の
方
々
と
積

極
的
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
西

村
泰
久
さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。
途
中
で
雨
が
激
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

仮
設
住
宅
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ら
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
隊
は
、
個
人

で
は
中
々
参
加
で
き
な
か
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
こ
う
い
う
形
で
参
加
し
、
実
際
に

被
災
地
を
見
る
こ
と
で
き
大
変
有
意
義
な
2

日
間
と
な
り
、
今
後
も
何
等
か
の
形
で
支
援

し
て
行
き
た
い
と
、
体
験
隊
の
多
く
の
感
想

で
し
た
。 

 
ホットカーペットが仮設に 

 
仮設住宅では越冬対策が急務になっていま
す。 
初夏に作られた仮設住宅では暖房設備や断
熱素材がなく、一段と寒い冬を越すことと
なっています。また、10月のパラソル喫茶
では仮設住宅のみなさんからも心配の声が
ありました。 
そこで、ふれあいネットまつどでは被災地
にホットカーペットをと、「あったかじゅ
うたんを贈ろう」キャンペーンを行い、10
月内の短期間に広く募金を呼びかけました。 
その結果、85名（団体） 合計261291円
（11月1日現在）の募金が寄せられました。
これらは集約団体である市民福祉団体全国
協議会に送金し、11月5日（土）にはひびき
工業団地仮設住宅の皆さんのところに届き
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真はじゅうたんを喜んでいる 
居住者の中尾とし子さんと友人 

あったかじゅうたん
速報 

ふれあいネットまつどボランティア
体験隊のマイクロバス。快適な旅
のはじまり、はじまり。 

第7回パラソル喫茶の様子。西村

さんは寒い中のバルーンアート披
露。手がかじかんだとのこと。 
 

宿泊は蔵王山のふもとの遠刈田温泉
にあるペンションふきのとう。 
島田代表・西村さんも宿泊しました。 

山元町の被災地にて島田代表か
ら 
中村理事長に花束贈呈。 

 

２
０
１
１
年
１
１
月
５
日
（
土
）
６
日
（
日
）
に
か
け
て
１
泊
２
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
が
松
戸
市
を
出
発
し
ま
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
さ
さ
え
愛
山
元
の
中
村

理
事
長
に
よ
る
話
を
伺
い
、
2
日
目
に
は
、
ひ
び
き
工
業
団
地
仮
設
住
宅
（
宮
城
県

東
松
島
市
）
で
第
7
回
パ
ラ
ソ
ル
喫
茶
を
行
い
ま
し
た
。
島
田
喜
七
代
表
も
新
幹
線

で
東
京
を
出
発
し
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
前
日
に
先
発
し
て
い
た
福
祉
車
両
の

「
え
が
お
」
を
運
転
し
て
い
た
。
細
嶋
さ
ん
、
大
川
さ
ん
が
仙
台
駅
で
合
流
し
ま
し

た
。 

 

パラソルの下で記念に集合写真 2011年11月6日（日） 
東松島市ひびき工業団地仮設住宅で 

広げようみんなの輪・みんなの笑顔 2011（平成23）年11月25日（金）（4）  （5） 2011（平成23）年11月25日（金） 

ふれあいネットまつどのパラソル喫茶活動は赤い羽根「災害ボランティア・ 
ＮＰＯ活動サポート基金」の助成で行なっています。 



  広げようみんなの輪・みんなの笑顔   2011（平成 23）年 11月 25 日（金） （６） 
        

  

１
９
９
８
年
に
Ｎ
ＰО

法
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
１
３
年
目

の
今
年
、
制
度
創
設
後
初
と
な
る
抜
本
改
正
が
実
現
し
ま
し
た
。
改
正
Ｎ
ＰО

法
は
２
０
１

２
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
と
セ
ッ
ト
の
新
寄
付
税
制
が
６
月
２
２
日
に

成
立
、
６
月
３
０
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
税
制
上
優
遇
さ
れ
る
認
定
Ｎ
ＰО

に
な
る
た
め

の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
国
税
庁
か
ら
の
認
定
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ま
つ
ど
理
事
会
で
は
こ
の
改
正
を
歓
迎
し
、
認
定
Ｎ
ＰО

法
人
取
得
の
申
請
を
行
う
こ
と

を
決
定
。
１
２
月
申
請
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
改
正
の
２
つ
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。 

  

           

 
新ルール１ 

◎ 個人が認定NPOへ寄付した場合・・・所得税に税額控除方式（所得に関わらず 

原則的に同じ）が導入されました。控除割合は、寄付金の40％（住民税10％と合わ

せて最大50％） 従来は、所得税控除方式のため、所得が少ないと効果が薄くなっ

ていました。 

     （寄付金額 -2千円）×40％を所得税額から差し引くことができます。   

● 1万円の寄付で、3,200円減税  ● 10万円の寄付で39,200円減税 

     地方税での税額控除「（寄付金額 －2千円）×10％（県税4％・市税6％」 

     と合わせて、最大で（寄付金額 －2千円）×50％が減税されることになる。 

 

新ルール２ 

 

 

◎ 認定NPO法人となるための9要件の一つである「パブリック・サポート・テスト

（PST）」に、「年3千円以上の寄付者が年平均100人以上」という基準が新しく追

加。従来の「収入の内、寄付金が20％以上」という基準はハードルが高いもので

した。 

● 寄付定義・・・ 個人だけでなく法人・団体も含む。ただし、寄付者の名前・住 

           が必要。同一生計者合算、役員は除外 

 

 

 

 

Ｎ
ＰО

法
人
の
内
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
、
国
税
庁
長
官 

が
認
め
た
法
人
に
対
し
て
、
様
々
な
税
金
の
優
遇
を
与
え
て
、
Ｎ
ＰО

法

人
の
活
動
を
税
制
面
で
応
援
す
る
制
度
で
す
（
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
は

所
轄
庁
で
あ
る
都
道
府
県
が
認
定
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
）
。
法
改
正

前
は
、
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
４
万
以
上
あ
る
Ｎ
ＰО

法
人
の
う
ち
、

認
定
Ｎ
ＰО

法
人
は
、
２
０
０
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

◎ 

認
定
Ｎ
ＰО

法
人
が
受
け
ら
れ
る
税
制
上
の
優
遇
措
置 

 

・
寄
付
し
た
個
人
は
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

・
法
人
は
、
損
金
算
入
限
度
額
の
枠
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

 

・
相
続
人
は
寄
付
し
た
相
続
財
産
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。 

 

・
認
定
Ｎ
ＰО

法
人
自
身
は
、
み
な
し
寄
付
金
制
度
を
利
用
で
き
ま
す 

◎ 

そ
の
他
の
Ｎ
ＰО

法
改
正
内
容 

 

・
仮
認
定
制
度
の
導
入 

 

・
認
定
・
認
証
も
身
近
な
都
道
府
県
・
政
令
市
に
。 

 

・
Ｎ
ＰО

の
活
動
分
野
に
３
分
野
を
追
加
。 

 

・
会
計
基
準
関
連
の
改
正
（
「
活
動
計
算
書
」
へ
変
更
） 

 

・
認
証
な
ど
各
種
手
続
き
を
簡
単
に
。 

 

・
情
報
公
開
の
強
化 

  
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど 

１
２
月
申
請
へ 

 

 

 
 

 

 

 

寄
付
者
３
千
円
、
１
０
０
人
以
上
の
要
件
を
ク
リ
ア 

 
 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
で
は
、
１
０
月
１
日
に
開
催
し
た
第
５
回
理
事

会
で
、
認
定
Ｎ
ＰО

法
人
の
申
請
を
行
う
こ
と
を
決
定
。
現
在
、
「
千
葉
県

県
民
活
動
促
進
事
業
・
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
取
得
促
進
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
１
２
月
中
に
申
請
す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 
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を
開
催
し
ま
し
た
。
松
戸
市
広
報
と
配
布

し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、
市
民
４
人
が
参
加
。

石
瀬
満
理
事
の
挨
拶
の
あ
と
、
ス
ラ
イ
ド

で
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
の
紹
介
。
活

動
事
例
と
し
て
、
理
事
の
中
原
さ
ん
・
森

田
（
ト
）
さ
ん
、
林
義
雄
さ
ん
が
入
会
の

動
機
・
現
在
携
わ
っ
て
い
る
活
動
そ
れ
ぞ

れ
お
話
し
を
し
、
参
加
者
ご
と
に
分
か
れ

て
疑
問
や
質
問
を
先
輩
会
員
が
答
え
る
形

で
行
わ
れ
１
名
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し

た
。

行
わ
れ
た
も
の
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
中
心

に
、
車
い
す
の
西
村
泰
久
さ
ん
、
大
井
俊

敬
さ
ん
、
大
塲
美
明
さ
ん
ら
１
７
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
は
、
９
０
分

コ
ー
ス
。
震
度
７
の
体
験
・
風
速
３
０
㍍

の
暴
風
雨
の
体
験
・
消
火
器
を
使
っ
て
消

火
体
験
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
で
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

会
議
室
を
借
り
て
、
森
田
ト
ミ
エ
さ
ん
（
理

事
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）
を
講
師
に

「
熱
中
症
予
防
」
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

７月 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催

９月

午前の部は「えがお」号を使って乗降介助演習

７
月
３
０
日
（
土
）、
小
金
原

市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
２
０
１
１
年

度
第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

８月
夏
の
お
で
か
け
活
動

１
７
人
が
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
へ

防
災
の
日
を
前
に
し
た
、
８
月

２
７
日
（
土
）
、「
夏
休
み
郊
外
学

習
・
災
害
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
題
し
た
「
お
で
か
け
活
動
」
が
、

千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、「
チ
ー
ム
た

す
け
あ
い
・
お
で
か
け
グ
ル
ー
プ
（
担
当
：

石
原
順
二
理
事
）」
が
主
催
し
、
ケ
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ヘ
ル
パ
ー
研
修
会
も
兼
ね
て

熱
中
症
予
防

「声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」実
施

環
境
省
呼
び
か
け
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
。
ふ
れ
あ
い
だ
よ
り
特
別
号
を
発

行
し
て
会
員
へ
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
の
取
組
の
様
子

が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

熱中症予防チラシを読む三浦さん

と、説明に訪問した森田さん（左）

第
２
回
新
入
会
員
研
修
会
開
催

９
月
２
０
日
（
火
）、
２
０
１
１

年
度
第
２
回
目
の
新
入
正
会
員
研

修
会
を
開
催
。
８
月
～
９
月
に
入

会
し
た
４
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
４
人
の
方
を
加
え
て
４
月
か
ら
半
年

間
の
新
入
会
員
は
８
人
（
女
性
５
人
男
性

３
人
）。
こ
の
中
に
は
、
東
日
本
大
震
災
支

援
活
動
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
入
会
さ

れ
た
女
性
が
２
名
い
ま
す
。

９
月
１
５
日
、
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同

募
金
会
が
実
施
す
る
、
Ｎ
Ｐ
О
が
取
り
組
む

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
に
対
す
る
助
成
金

に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
の
申

請
し
た
内
容
が
決
定
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら

実
施
し
て
き
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
避
難

所
・
仮
設
住
宅
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
「
パ

ラ
ソ
ル
喫
茶
」
開
催
活
動
が
評
価
さ
れ
、
２

０
１
２
年
３
月
ま
で
の
活
動
計
画
に
対
し
て

助
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
助
成
決
定
を
受
け
、

第
５
回
理
事
会
で
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん
、

松
戸
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
東
松
島

市
を
対
象
に
、
仮
設
住
宅
で
の
孤
立
防
止
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
た
め
、
パ
ラ
ソ

ル
喫
茶
活
動
を
強
化
し
て
す
す
め
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

医療法人社団弥生会

旭神経内科リハビリテーション病院

http://www.yayoikai.or.jp
松戸市栗ヶ沢 789-10 TEL047-385-5566

受診・入院等のお問い合わせは相談室までご連絡ください

併設施設：介護老人保健施設／

通所介護／訪問看護／訪問介

護／居宅支援事業所／小金原

地区在宅介護支援センター
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友
山
邦
雄

２
０
０
０
年
４
月
入
会

「
し
ー
ず
か
な

し
ー
ず
か
な

さ
ぁ
と
の

あ
き
♪｣

今
年
２
５
歳
に

な
る
娘
が
２
歳
の
頃
、
そ

の
頃
住
ん
で
い
た
郵
政
宿

舎
の
窓
越
し
に
、
中
秋
の

名
月
を
見
上
げ
な
が
ら
妻

と
一
緒
に
よ
く
口
ず
さ
ん

で
い
た
の
が
童
謡｢

里
の

秋｣

で
す
。そ
の
月
を
一
緒

に
眺
め
な
が
ら
、
私
は

自
分
が
幼
少
期
を
過
ご

し
た
田
園
地
帯
、
埼
玉

県
羽
生
市
に
あ
っ
た
我

が
家
（
借
家
の
一
軒
家

で
し
た
）で
行
っ
た｢

お

月
見｣

の
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
ま
し
た
。

半
世
紀
ほ
ど
前
！
の

そ
の
頃
は
夜
に
な
る
と

闇
が
深
く
、
月
の
光
が

煌
々
と
し
て
縁
側
に
飾

ら
れ
た
お
供
え
の
月
見

団
子
や
栗
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
す
す
き
等
を
明
る

く
照
ら
し
出
し
て
い
ま

し
た
。
子
供
心
に
も
、
大
き
く
て
ま
ん
丸

で
明
る
い
光
の｢

お
月
様｣

を
眺
め
る
の
は

本
当
に
清
々
し
い
気
持
ち
が
し
た
も
の
で

す
。
お
ま
け
に
お
餅
を
つ
い
て
い
る
ウ
サ

ギ
の
姿
ま
で
楽
し
め
る
の
で
す
か
ら
、
当

時
の
私
は
お
月
見
の
日
を
心
待
ち
に
し
、

当
日
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
夜
が
来
る
の

を
待
ち
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ワ
ク
ワ

ク
の
中
に
は
、
焼
い
て
お
醤
油
に
つ
け
た

り
そ
の
ま
ま
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
、

月
見
団
子
の
味
わ
い
も
混
ざ
っ
て
い
ま
し

た
。
夜
も
更
け
て
近
所
の
子
供
た
ち
が
お

月
見
の
お
供
え
物
を
盗
み
に
来
る
の
を
待

っ
て
月
見
の
行
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
子
供
を
月
の
使
者
と
見
立
て
た
風

習
だ
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
小
学
３

年
生
の
２
学
期
を
終
え
て
東
京
の
江
戸
川

区
に
引
っ
越
し
た
私
は｢

お
供
え
盗
賊
団｣

に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

沢
辺
和
子

２
０
０
２
年
１
１
月
入
会

私
は
筑
波
山
の
麓
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

山
が
秋
色
に
染
ま
り
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
る

頃
、
た
い
て
い
は
十
月
十
日
の
体
育
の
日

に
子
供
達
の
待
ち
に
待
っ
た
運
動
会
が
あ

り
ま
し
た
。
運
動
会
に
は
普
段
忙
し
い
父

母
達
も
海
苔
巻
や
お
稲
荷
さ
ん
、
煮
し
め

な
ど
を
作
り
、
家
の
庭
で
採
れ
た
柿
や
ザ

ク
ロ
を
持
っ
て
会
場
に
集
い
ま
す
。
昼
食

の
時
間
に
は
子
供
を
囲
ん
で
会
話
が
弾
み

ま
す
。
親
子
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
男

の
子
の
中
に
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
実
を
潰
し

ふ
く
ら
は
ぎ
に
な
す
り
つ
け
て
走
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
速
く

走
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

小
学
校
も
低
学
年
の
当
時
の
記
念
写
真

を
見
る
と
接
ぎ
の
当
た
っ
た
モ
ン
ペ
姿
で

下
駄
を
履
い
た
オ
カ
ッ
パ
頭
が
写
っ
て
い

ま
す
。
な
ん
に
も
な
か
っ
た
時
代
、
子
供

達
は
の
び
の
び
し
て
い
ま
し
た
。

高
学
年
に
な
る
と
子
供
達
の
間
で
自
転

車
に
乗
る
の
が
流
行
り
ま
し
た
。
親
の
自

転
車
を
持
ち
出
し
ペ
ダ
ル
に
ま
だ
足
の
届

か
な
い
子
供
達
は
車
体
の
三
角
の
部
分
に

片
足
を
差
し
入
れ
て
体
を
斜
め
に
し
て
器

用
に
ペ
ダ
ル
を
漕
ぐ
の
で
す
。
運
動
大
嫌

い
で
家
の
中
で
本
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な

私
に
は
、
と
て
も
と
て
も
怖
く
て
、
自
転

車
に
触
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
上
手
に

三
角
乗
り
を
し
て
い
る
仲
間
達
を
見
て
い

る
だ
け
で
し
た
。
み
か
ね
た
父
が
子
供
用

の
赤
い
自
転
車
を
買
っ
て
く
れ
て
、
や
っ

と
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

温
暖
で
め
っ
た
に
雪
は
降
り
ま
せ
ん
が
、

珍
し
く
雪
に
な
る
と
学
習
時
間
を
変
更
し

て
ク
ラ
ス
対
抗
雪
合
戦
を
し
た
も
の
で
す
。

家
を
空
け
る
と
き
も
鍵
な
ど
必
要
な
い

く
ら
い
平
和
で
の
ん
び
り
し
た
日
々
で
し

た
。
今
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
出
来
る
の

も
あ
の
赤
い
自
転
車
の
お
陰
と
思
っ
て
い

ま
す
。

東
平
賀
７
番
地

編
集
局

宮
城
県
亘
理
町
の
郷
土
料
理｢

は
ら
こ
飯｣

を
食
べ
た
、
サ
ケ
の
煮
汁
で
炊
い
た
お
米

の
香
り
、
醤
油
漬
け
し
た
イ
ク
ラ
の
色
が

食
欲
を
そ
そ
る
▲
こ
の
と
こ
ろ
突
き
出
る

ば
か
り
の
お
腹｢

こ
れ
も
食
欲
の
秋
の
せ

い｣

と
聞
き
直
る
▲
サ
ケ
は
産
卵
・
受
精
の

た
め
海
洋
を
回
遊
し
て
、
生
ま
れ
た
川
に

戻
る
と
い
わ
れ
る
▲
３
・
１
１
を
知
っ
て

い
る
の
か
、
店
先
に
は
コ
ス
モ
ス
が
揺
れ

る
い
つ
も
の
秋
、
は
ら
こ
飯
を
愛
し
く
食

う
▲
松
島
海
岸
の
魚
市
場
で
名
物
、
生
牡

蠣
を
賞
味
し
た
、
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
、

生
牡
蠣
は
食
べ
な
い
と
決
め
て
い
た
の
に

▲
こ
れ
も
復
興
支
援
と
心
で
決
め
て
食
べ

る
、
磯
の
香
り
が
ツ
ー
ン
と
口
の
中
に
広

が
る
・
旨
い
！
本
当
の
松
島
を
味
で
知
っ

た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
▲
そ
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
・
ス
ケ
ー
ト
・
ど
れ
も
片
時
も

目
を
離
せ
な
い
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
テ
キ

パ
キ
と
審
判
が
さ
ば
い
て
い
く
▲
さ
ば
く

と
言
え
ば
、
｢こ
こ
に
お
わ
す
方
を
ど
な
た

と
心
得
え
る
！
｣
あ
の
Ｔ
Ｖ
｢
水
戸
黄
門｣

が
４
２
年
間
の
幕
を
閉
じ
る
、*

毎
週
笑
顔

で
楽
し
み
に
し
て
い
た
人
た
ち
か
ら
は
、

復
活
に
期
待
を
寄
せ
る
人
は
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▲
我
が
敬
老
会
の
参
加
者

の
笑
顔
、
人
生
っ
て
い
い
な
～
と
思
う
。

編
集
局

赤
と
ん
ぼ

羽生

筑波


